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４
月
８
日
、
党
杉
並
地
区
委
員
会
主
催
の
「
都
政
報
告

会
」
が
開
か
れ
、
吉
田
信
夫
都
議
が
、
豊
洲
移
転
問
題
を

中
心
に
、
都
議
会
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
（
写
真
左
）

豊
洲
問
題
で
は
、
自
民
党
が
、
予
算
特
別
委
員
会
や
全

常
任
委
員
会
で
「
築
地
は
、
猫
や
ネ
ズ
ミ
の
侵
入
を
防
げ

な
い
」
「
豊
洲
の
地
下
水
汚
染
は
、
飲
ま
な
け
れ
ば
健
康

に
影
響
を
与
え
な
い
」
な
ど
と
、
築
地
バ
ッ
シ
ン
グ
と
も

い
え
る
質
疑
を
展
開
。
公
明
党
も
「
豊
洲
移
転
に
向
け
て

着
実
か
つ
確
実
な
前
進
に
取
り
か
か
る
べ
き
だ
」
と
推
進

の
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
小
都
知
事
に
豊
洲
へ
の
移
転
決

断
を
迫
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
共
産
党
都
議
団
は
、
①
３
月
の
都
の
豊

洲
新
市
場
予
定
地
の
地
下
水
調
査
で
、
発
が
ん
性
物
質
の

ベ
ン
ゼ
ン
は
最
大
で
基
準
の
百
倍
に
達
す
る
な
ど
、
深
刻

な
汚
染
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
②
豊
洲
新
市
場
の
汚

染
と
築
地
の
汚
染
は
質

的
に
違
う
③
業
者
の
多

数
が
豊
洲
移
転
に
反
対

し
て
い
る
④
築
地
市
場

の
再
整
備
は
技
術
的
に

も
可
能
、
な
ど
、
自
民

党
の
築
地
攻
撃
の
道
理

の
な
さ
を
批
判
し
、
豊

洲
移
転
中
止
の
決
断
と
、

築
地
で
の
再
整
備
の
検

討
を
求
め
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

百
条
委
員
会
の
証
人
喚

問
で
は
、
石
原
元
知
事
が

汚
染
を
知
り
な
が
ら
豊
洲

移
転
を
決
済
し
、
東
京
ガ

ス
が
負
う
べ
き
汚
染
除
去

費
用
を
大
幅
に
軽
減
す
る

こ
と
を
了
承
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
責
任

を
明
確
に
さ
せ
た
こ
と
や
、

浜
渦
元
副
知
事
の
証
言
は

偽
証
の
可
能
性
が
濃
厚
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
、
段
ボ
ー
ル
１
１
５
箱
の
膨
大
な
資
料

を
徹
底
的
に
調
査
し
て
追
及
し
た
こ
と
、
「
豊
洲
の
闇
」

究
明
へ
さ
ら
に
力
を
尽
く
す
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
吉
田
都
議
は
、
「
６
月
の
都
議
会
議
員
選
挙

で
は
、
都
政
の
「
闇
」
を
つ
く
っ
た
都
議
会
自
民
党
と
公

明
党
に
審
判
を
下
し
、
私
の
後
継
者
と
し
て
、
原
田
あ
き

ら
さ
ん
を
都
政
に
送
り
出
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

自
民
党

異
常
な
築
地
バ
ッ
シ
ン
グ

共
産
党

築
地
で
の
再
整
備
を

百
条
委
で
石
原
氏
ら
の
責
任
が
明
確
に

築地再整備こそ
安全・安心の道

★「築地の汚染」を叫ぶ自民

党発言は豊洲の汚染の深刻
さを隠す「ためにする議論」
であり、論外です。
★築地の再整備は十分可能。
小池知事がつくった「市場
問題プロジェクトチーム」
でも、座長が工事費５００
～８００億円の再整備案を
示しました。
★築地の老朽化や衛生問題
は、石原都政以来、長年に
わたって補修・改修を怠っ
てきたからであり、自民・
公明都政の責任です。



４
月
９
～
10
日
、
日
本
共
産
党
杉
並
後
援
会
の
福
島
バ
ス
旅
行
が
取

り
組
ま
れ
、
１
２
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐
野
厄
除
け
大
師
、
南
湖
公
園
に
立
ち
寄
り
、
宿
泊
は
磐
梯
熱
海

温
泉
。
夕
食
の
懇
親
会
に
は
、
４
年
前
の
都
議
選
で
、
吉
田
都
議
の

応
援
に
来
た
党
福
島
県
議
団
長
の
神
山
悦
子
さ
ん
が
駆
け
つ
け
、
被

災
地
の
た
た
か
い
と
現
状
を
報
告
。
「
原
田
さ
ん

勝
利
の
た
め
に
、
今
回
も
応
援
に
行
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
い
わ
き
市
で
、
現
地
の
方
か
ら
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

故
郷
・
福
島
を
少
し
で
も

応
援
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い

で
参
加
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
々
と
交
流
で
き
、
有
意

義
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
、
実

行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被災地・福島支援 杉並後援会旅行に125名

（
右
）
神
山
悦
子
福

島
県
議
、
原
田
あ
き

ら
候
補
、
吉
田
都
議
。

（
下
）
震
災
当
時
の

被
災
状
況
を
聞
く
。

（上）いわき市・塩野崎灯台のふもと、美空ひ

ばり遺影碑前で、参加者全員集合。

（下）くすやま地域の参加者と。

安
倍
政
権
が
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
名
づ
け
て
、
今
国
会
で

成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
「
共
謀
罪
」
法
案
。
問
題
は
山
ほ

ど
あ
り
ま
す
が
、
特
に
３
つ
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

憲
法
は
、
思
想
・
内
心
・
表
現
の
自
由
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

今
の
法
律
は
、
実
際
の
犯
罪
は
罰
し
ま
す
が
、
「
相
談
・
計
画
」

は
罪
の
対
象
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
「
共
謀
罪
」
は
、
こ
の
大
原

則
を
く
つ
が
え
す
違
憲
立
法
で
す
。

安
倍
政
権
は
、
特
定
秘
密
法
、
盗
聴
法
の
拡
大
、
安
保
法
制

＝
戦
争
法
を
強
行
し
て
き
ま
し
た
。
も
の
言
え
ぬ
監
視
社
会
を

つ
く
る
「
共
謀
罪
」
は
、
こ
れ
ら
と
一
体
で
、
日
本
を
「
戦
争

す
る
国
」
に
変
質
さ
せ
る
も
の
で
す
。
力
を
合
わ
せ
廃
案
に
し

ま
し
ょ
う
。

「
共
謀
罪
」
法
案
の
三
つ
の
問
題
点

①「心の中」を処罰する
何を考え、何を合意したかが処罰の対

象になります。思想・良心・内心の自由
を保障した憲法を蹂躙（じゅうりん）す
る違憲立法であり、もの言えぬ監視社会
をつくるものとなります。

②一般人が処罰対象
政府は「組織的犯罪集団」を対象と説

明していますが、それを判断するのは捜
査機関です。市民運動、サークル活動な
ども含めて無限定に処罰の対象が広がり、
一般の人が処罰の対象になります。

③テロ対策と関係なし
政府は「共謀罪」創設を「国際組織犯

罪防止条約」の批准のためとしています
が、この条約がテロを対象としていない
ことはすでに明らかです。

違憲立法は許さない
「共謀罪」必ず廃案に！

「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
の
一
環


